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代表的落葉広葉樹林の群落学的研究
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はじめに

昭和の初めから私は時々網走を訪れ，敗戦前後から訪

問の度数を増しその度に私の心を打ったものがある。

それは女満別駅附近の網走湖畔にうち揃ったヤチダモ林

であり，それから呼人につづく主としてヤチハンノキと

ヤチダモから成る湿性落葉広葉樹林であった。戦後の混

乱時に私は何も言えなかったが，そこに巨木の消え行く

哀愁をしみじみとl朱わされていた。一方北海道における

*) 北海道大学名誉教授

料) 北海道大学農学部応用植物学教室

料*) 北海道大学農学部演習林研究部
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平地林は，どこも，ここも，開拓と銘を打たれてどんど

んと姿を消して行った。北海道の森林に愛着を持ち，こ

れに親しんでいた私は，殊に札幌周辺の石狩の野の変容

を見つつ，そしてまた自然の送葬に愛情の念を禁じ得な

かった。十勝原野，阿寒原野，天湿原野，根釧原野から

は，潮の引くように見事な天然林が姿を消した。その中

にあって奇蹟的に残った一つの天然、林が，実にこの女満

}3IJ-呼人聞の鉄道防雪林である。 1961年，筆者はオホー

ツク沿岸の広葉樹林に関する研究を発表し，その中に網
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走湖畔の広葉樹林を記述した。そして本調査地に関しで

も帯状区を設定して，樹林群落を解析した。しかしそ

れで得心の行く研究がすんだわけではなかった。木地点

の天然林には，北海道の低地における低湿林から適潤林

の群落連鎖が存在している。この点において，今日の北

海道として本林は貴重きわまる森林である。日本国有鉄

道北海道支社はその森林を科学的に解明するため 1966

年筆者に調査を委嘱された。よって筆者は北海道大学農

学部髄物学教室遠山三樹夫および同演習林研究部農学博

士五十嵐恒夫と共に 1966年5月から 10月にかけ5回に

わたり調査し，今回は湿性林に重点をおいて，その結果

をここに報ずるものである。

ここに本調査を企画し，種々配慮を与えられた国鉄北

海道支社前支社長横山勝義氏，同札幌鉄道管理局前営林

課長恵花安雄氏，また調査にあたり助力された国鉄側の

宇留間英雄氏，荒木信夫氏に深厚な謝意を表する次第で

ある。

1967年3月

舘脇操

調査日程

調査日 調査骨子状区 調査者

V. 4， 1966 概況 舘脇・遠山

V. 21， 1966 [1. c] [1. f] [2. aJ 五十嵐・遠山

V. 22， 1966 [1. g] [2. d] [3. a] !I 

V. 23， 1966 [1. i] !I 

VI. 30， 1966 概況 舘脇・遠山

VII. 1， 1966 [1. b] [1. d] [2. c] !I 

VII. 2， 1966 [1. a] [1. c] [1. f] [3. a] !I 

VII. 3， 1966 [1. g] [1. i] 

X. 13， 1966 [1. e] [1. h] 

舘脇・遠山

" 
x. 14， 1966 [1. c] [1. f] [1. i] [2. b] " 

x. 21， 1966 [1. g] [3. a] 遠山

1.概 括

今回の調査地は国鉄石北本線の女満別と呼人聞の網走

湖畔側にある鉄道防雪林を対象とした。北海道内におけ

る鉄道防雪林は人工林が多く， 昭和40年度末の調査で

は，その延長は785km，面積6，575haに達し，天然林

を利用したそれは延長281km，面積2，447haで全体の

1(4強にすぎない。 そして天然林利用の防雪林の多くは

材積も少なく，その目的を十分に果していない現在，こ

れら天然林は順次人工林に置換されつつある。そのなか

にあって本調査地の林は，防雪目的からみると，不利な

条件を持つ落葉広葉樹林であるにかかわらず，林幅も比

較的広く，材積も後記する毎木調査の結果をみてもわか

るようにかなり多く，その一部を除いては防雪目的をよ

く果している。

地況調査地は新旭川を起点とする石北本線の 217

1J1附近から 222km附近迄，延長約5km，その聞の林

幅は平均56mである。 これらの詳細は第1表に示すと

おりである。 これを地形図(第1図)上に求めると，網

走湖に注ぐ斗満布川と女満別川の聞にみられる湖畔の低

地(海抜高は網走湖面が5m， [3. a]帯状区附近が最も高

く7m)である。 そしてこの低地に発達した天然林をそ

のまま鉄道防雪林として利用してきたもので，林内に

は多少の起伏がみられ，また至るところに停滞水があり

かなり湿潤である。本林地は戦後の一時期に大径木が多

少伐採されたが，その後は自然状態がよく保持されてい

林 名

第1表 調査地の位置及び面積

位置(石北本線新旭川を起点)
始点|終点
(m) (m) 

林地面積

(m2) 
地

林地延長 げ(Ji (m) 

女満別 大正 15年1号 217，685.50 218，751.29 1，065.76 30 20，385 

" 昭和 2 !I 1 !I 218，762.15 219，169.31 407.16 85 17，330 

!I " 2"  2 " 219，169.31 220，021.26 851.95 85 65，862 

" " 2"  3 " 220，021.26 220，722.33 701.07 85 55，631 

!I " 2"  4 " 220，722.33 221，653.54 931.21 85 71，870 

!I 大正 12!I 3 !I 221，653.54 221，744.67 91.13 22 2，136 

" !I 12!1 4 " 221，868.19 222，036.37 168.18 63 10，199 

" 
!I 12!1 5 !I 222，036.37 222，397.86 361.49 29 7，131 
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第 2囲 網走の温雨図

Fig. 2. Hythergraph at Abashiri 

第 1図 調査地位置図

Fig. 1. Experimental plots 

樹種林地名
位置

(m) 

218，415-218，495 

220，722-220，795 

222，103-222，235 

長

叫

一

剖

刀

泣

延

(

女満別 大正 15年1号

" 昭和 2年4号

" 大正 12年5号

ヤチタモ

" 
" 

幅

削

一

治

的

m

面積

(m2) 

3，900 

4，380 

2，160 

補植本数

(本)

1，700 

1，900 

760 

る。 ただ昭和34年5月に上表に示すような天然林への

補植が一部で行なわれている。

気候調査地から約 10km離れた網走地方気象台

における記録を示すと，次のようになる。また過去9年

間の網走における降雪量の記録は国鉄網走保線区の資料

によるものである。

i) 観測地点

地点 経度 (E) 緯度 (N) 海抜高 (m) 平均値を求めた観測期間

網 38.7 1931-1960 走 144017' 44001' 
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わち低位泥炭地をめぐって，巨大なヤチハンノキ林が，

どこにもここにも存在していた。大正末期まで、は，車窓

展望として石狩平原にもみられ，昭和の初期までは樽前

山麓，勇払原野，十勝原野，阿寒原野にも展望されたも

のである。しかし現在では，その巨樹群から成るヤチハ

ンノキ林は全道平原から姿を消してしまった。現在多少

択伐を受けてしまってはし、るが，本地点のヤチハンノキ

林は全く奇蹟的に残されたもので，防雪林としての存在

と搬出路の不便さとが，この尊い存在を可能ならしめた

ものである。本林はしばしばヤチダモを混生して，ヤチ

ダモ林への更行型を示しているところも少くなし、。また

部分的であるが，壮麗なヤチハンノキーミズバショウ群

400 305 410 565 395 

1 自然林

女満別と呼人との間にある広葉樹林は，平地林として

日本の鉄道沿線中，まことに見事な森林の代表的なもの

である。この森林はヤチハンノキ，ヤチダモを主とし，

部分的にハノレニレやカツラが主体となる。林床には，

ズバショウ，スゲ類，笹類がそれぞれ優占し，部分的に

はトクサや7ッキソウの多いところもあり，季節によっ

てはエゾイラクサ， ミゾソノ勺オニシモツケ，オオバナ

ノエンレイソウが多く出現してくるところもある。

ヤチハンノキ林 かつて北海道の平原の湿性地，すな

480 340 

植生概況

495 

II. 

計
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落を残しとどめたところもあり，種々林床縞物の変化に

富む群落が存続してし、る。

ヤチダモ林 ヤチダモ林の最も代表的な林相は，敗戦

前までは女満別駅背後の網走湖畔にみられたが，今日こ

の地点にその巨大な純林は全く姿を消してしまった。ヤ

チダモ林は湿性林たるヤチハンノキ林から，適j閏林のハ

ノレニレ林へ移行する森林更行の途中においてみられるも

ので，本調査地にはその代表的なものがみられ，ヤチダモ

林から適潤林のハノレニレ林への吏行相も現存している。

ハルニレ・カツラ林 本来ならハノレニレ，エゾイタヤ

が多くなる森林であろうが，現在はハノレニレ，カツラ，

ヤチダモを主とし，時にまたヤチハンノキをさえ混生し

ている適潤林型の森林で，地形的には考隆地を占めてい

る。林床はクマイザサやソウウンザサに占められるのが

終極の群落相であるが，季節相として， クサソテツやパ

イケイソウ群落が出現したり，部分的にオオバナノエン

レイソウの多いところもあり，あるいはフッキソウ， ト

クサの生じるところもある。

2. 沿線(防火線)の草原群落

線路の中央から防雪林の林縁にかけて幅 24mが防火

線として伐関され，そこには二次的に草原群落が発達し

ている。その一部分は敗戦前後に耕地とされたところも

あり，若干の地は現在も耕地として使用されている。こ

の草原群落はオニシモツケ群落，エゾイラクサ群落，エ

ゾヨモギ群落，ヨシ群落に4分割される。ただしその聞

にしばしばノ、ンゴンソウ集落， ヨプス 7 ソウ集落を散見

し，殊にそれらはエゾイラクサ群落やオニシモツケ群落

に混在する。

オニシモツケ群落 湿潤地の草原で春季にはミズパシ

ヨウの自生地も夏秋の季相は本群落で置き換えられるこ

とがある。オニシモツケの草丈は1.5-2m，時には 2m

を超えることもある。次に本群落に随伴する植物を挙

げる。

エゾメシダ， クサソテツ，エゾイラクサ， ミゾソノ勺

エゾトリカブト，オオノてセンキュウ，セリ，エゾゴ7

ナ，ノ、ンゴンソウ，ホソヤ 7 アワ，イワノガリヤス，

カサスゲ、， ミズノマショウ， タチギボウシ

木本としてはノリウツギがあり，時にプツキソウが集

落することもある。

エゾイラクサ群落湿潤性草原から適潤性草原へ移っ

たところにあらわれる群落で，沿線の所々に存在する。

草丈は 1-1.5m，この群落に随伴する植物としては次の

組物がある。

クサソテツ， ワラビ，アキカラ 7 ツ，エゾショウ<，

イチゲフウロ， ヒロハヒノレガオ， エゾクノレマパナ，オ

オヨプス 7 ソウ， ヨツノゼfヒヨドリバナ，オオネズミガ

ヤ，カサスゲ

本itf務中にはしばしばハンコンソウの集落をみるであ

ろう。木本としてはエゾニワトコがみられる。

エゾヨモギ群落 適j閏地草原で， しばしば耕作跡地の

ようなところにみられる。この群落に随伴する植物とし

て次のものがある。

エゾメシダ，クサソテツ，ワラビ，エゾイラクサ，エ

ゾオオヤ 7 ハコベ，エゾショウ<，アキカラ 7 ツ，キ

ジムシロ，ナガボノシロワレモコウ，ツボスミレ，ク

サレダマ，エゾゴマナ，エゾノキツネアサ・ミ，ヨブス

7 ソウ，エゾアザミ，オオプ牛，ハンゴンソウ，イワ

ノガリヤス，ススキ， ク7 イザサ， コウライテンナン

ショウ

木本としてエゾニワトコ，蔓茎類としてオニツノレウメ

モドキがある。

ヨシ群落 沼沢的な湿潤地に生じ，しばしば純群落と

なる o ヨシの得J高は2-3m，この群落に随伴する植物と

しては次の種類がある。

クサソテツ， コウヤワラビ，ヤ 7 ドリゼン 7 イ， ミズ

ドクサ， ミソソノマ，ヤナギタデ，エゾノオオヤマハコ

ベ，ハイキンポウケ1ヤマキツネノボタン，ホザキシ

モツケ，ナガボノシロワレモコウ，ツボスミレ，オオ

パセンキュウ， ドクゼリ， クサレダ<，エゾシロネ，

エソノカワジサ，サワギキョウ，エゾゴ 7 ナ，ガ<，

イワノガリヤス，カサスゲ， ビロードスゲ

雑草群落線路の法面や路傍には次の雑草が生じて

L 、る。

スギナ，アカザ， ヒメスイノミ，エゾノギシギシ，ナガ

パギシギシ，イヌタデ，ハコベ，クサノオウ，キンミ

ズヒキ， ミツノイツチグリ， シロツメクサ，アカツメク

サ， クサフジ，ゲンノショウコ，オオノぐコ， ヒメジオ

ン， ヒメムカシヨモギ， コウゾリナ，セイヨウタンポ

ポ，オオブキ， コヌカグサ，チモシー， コウボウ，ナ

ガハグサ，クサイ

3 毎木調査

本調査地"10，ヤチハンノヰ林下にミズバショウの最も

多く生じる地点2個所を選び毎木調査を試みた (1966年

10月，国鉄旭川営林区北見交区，荒木信夫氏調査)0 A 

区は女満別昭和2年1号林地に属し，石北木線の 218.93

kmから 219.13km聞の長さ 200mにI幅50m，面積 1ha 

(北西辺の一部が国有林にかかる)で設定した。その結果

は第2-4表と第4図に示した。 またB区は女満別昭和



/ャー」グF

-5m-

事喝 i議走

[I.g] 

と::--.一一一Z語s

至
女
溝
別 221 

D.dJ 

回ヤチハンノキ (Alnusj.仰切…

日ャチダモ(丹aXlnus附 dshuricavar. japon;ca) 

図 ハルニレ (Ulmus prop;nqua) 

図 力 ツーヲ (Cercidi同Iyllumjaponicum! 
。 100 400 500m 200 3∞ 

線路の数字|立石北本線(新旭川|起点)のキ日程

第3図

Fig. 3. 

調査地の林相図

Vegetation map 

。



舘脇・遠山・五十嵐. 網走湖畔鉄道防雪林の植生 289 

第 2表 [A]区樹高階別本数表

Table 2. Number of trees in each height grade in the [A] stand 

Height (m) 樹

Species 樹 種

ヤチハンノキ

ヤチタモ

ノ、ノレ ニ レ

ケヤマハンノキ

ハリギリ

エゾイタヤ

イヌエンジュ

Total 計

高 Total
6 7 8 9 10 1112 13 14 1516 17 18 19 2021 22 23 24 25 26272829303132 計

1 ・1 3 2 4 3 3 1 10 1 5 . 2 1 6 ・113 13 9 19 10 14 6 2 13:) 

8 4 1 123  1 1 1 222  1 2 3 1 221  4<' 

1 1 1 1 . 1 5 

1 ・ 1 

1 • • 1 2 

2 ・・ 1 3 

1 ・ 1 

3 1 11 1 8 4 6 5 6 1 11 2 7 1 4 3 9 1 13 3 16 10 19 12 16 7 2 182 

第 3表 [A]区胸高直径階別本数表

Table 3. Number of trees in each diameter grade in the [A] stand 

B.H.D. (cm) 胸高直径山21416 凶 m~~æ~w~~æ~~~"~~OO~ 臼 56606470Tfl
Species樹種

ヤチハンノキ

ヤチダモ

ノ、ノレ ニ レ

ケヤマハンノキ

ハリギリ

エゾイタヤ

イヌエンジュ

Total 計

1 1 1 3 4 8 8 8 10 7 9 5 9 8 13 7 6 5 1 6 3 2 2 1 1 1 130 

365  1 2 1 241  2143211 ・1 40 

1 . 1 1 1 1 5 

1 1 

1 • 1 2 

1 1 ・1 3 

1 ・ 1 

5 9 7 4 7 5 10 12 9 10 7 13 7 13 11 15 8 7 5 2 6 3 2 2 1 1 1 182 

B.H.D.: Breast Height Diameter 

樹 種

ヤチハンノキ

ヤ チ タJ モ

ノ、 ノレ レ

ケヤマハ y ノキ

ノ、 リ ギ リ

エゾイタヤ

イヌエンシユ

Total 計

第 4表 [Aj区の樹種別本数および材積(調査面積 1ha)

Table 4. Volume and number of trees in the [A] stand 

本数(本) 本数比(%) 材 積 (m3)

130 71.5 160.534 

40 22.0 23.578 

5 2.8 1.123 

1 0.5 0.751 

2 1.1 0.741 

3 1.6 0.152 

1 0.5 0.045 

182 100 186.9~ 

材積比 (9'0) 

85.9 

12.6 

0.6 

0.4 

0.4 

0.1 

100 
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第 4図 [A]区樹高と胸高直径との相関図

Corre!ation of tree height with B.H.D. in the [A] stand 

50 40 30 20 10 胸高直径(Cml

その結果は第5-7表と第5図に示した。

Fig. 4. 

2年2号林地に属し，石北本線の 219.36kmから 219.41

km聞の長さ 50miこ幅50m，面積1/4haで設定した。

第 5表 [B]区樹高階日Ij.本数配分表

Number of trees in each height grade in the [B] stand Table 5. 

Tota! 
計

8 10 11 12 13 14 15 16 19 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 
高樹Height (m) 

種樹Species 

。6
η

1

1 

1 

13 6 

2 

8 3 5 3 3 

1 

1 1 3 1 2

A

t

-

-

i

 

ンノキ

ダモ

チハ

チ

ノレ

シ

ヤ

ヤ 1 

4 2 1 2 1 2 3 l 

l 

レ

イド

73 2 13 8 8 3 5 3 4 1 1 3 2 2 3 2 l 5 2 3 2 計Tota! 

第 6表 [B]区胸高直径階別本数配分表

Number of trees in each diameter grade in the [B] stand Table 6. 

B.H.D. (cm) 胸高直径 Tota! 
12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 50 56 74 ~::: 

一ー

49 

6 

17 

1 

1 3 3 3 3 

1 

10 3 

1 

3 4 7 4 つ】2 1 

種

チハンノキ

チダモ

ノレ

シ

樹Species 

ヤ

ヤ 1 1 

1 

1 

2 1 1 4 1 3 1 3 

1 

レ

イド

73 1 1 3 3 3 4 11 4 3 4 8 4 6 2 2 2 3 l 3 4 計Tota! 
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第7表 [B]区の樹種別本数お土び材積調査面積(1/4 ha) 

Table 7. Volume and number of trees in the [B] stand 

樹 種
ha当り材積

本数(本)本数比(%) 材積 (m1) 材積比 (%i ha当り本数 (m3) 

ヤチハンノキ 49 67.1 59.692 79.5 196 238.768 

ヤ チ ダ モ 6 8.2 11.135 14.8 24 44.540 

ノレ レ 17 23.3 4.180 5.6 68 16.720 

シ ド イ 1 1.4 0.045 0.1 4 0.180 

Total 計 73 1的 75.052 100 292 3∞.208 

-ヤヲツルノニキ d. J¥Jレ二レ
Oヤチダモ 圃八シドイ

• 0 

30ト・..&.~:.:。.. .. . .・• •• ••• • • -・・ O • • . -20ト

'" '" 
A ・

• 0 '" 
企 A

6¥ '" 品
。企

樹

間ー国 1 

(m)! 

胸晶直径(Cffi) 10 20 30 4{) 50 60 70 

第5図 [B]区樹高と胸高直径との相関図

Fig. 5. Correlation of tree height with B.H.D. in the [B] stand 

北海j草における天然広葉樹林の ha当りの材積は平均

で85.1m3， 国有林のみの平均は 119.9m3であり，これ

にくらべると A区は 185.149m3， B区は 238.768m3と

なり，いずれも平均をかなり上廻る林であることがわ

かる。

111. 群落調査

群落の記載については従来の帯状区方式を使用した。

すなわち測定帯状区について林木配置図と樹冠投影図，

木本層の樹種とその樹高および胸高直径階別本数表，そ

れに林床植物一覧表を付し，必要に応じて写真を添付し

た。群落命名については，一般に層別の優占種によって

表示し，基本単位として基群集 (Sociation)を用いた。

この基群集は一林分の構成種類の質的または量的均一性

とL、う外に，その均一性の連続して存在する面積を考慮

に入れた。また季節的変化の顕著な群落に設定した5帯

状区[1.cJ [1. fJ [1. gJ [1. iJ [3. aJについては，その林床

植物を春，夏，秋の3回にわたって調査した。

1. ヤチハンノキ林

ヤチハンノキは女満別林地におけるもっとも主要な樹

種であり，ほとんと守全域にわたって分布する。特に石北

本線の 219km附近では毎木調査の結果からもわかるよ

うに，ほとんど純林状をなしている。ヤチハンノキ林に

ついては[1.aJ -[1. iJの9帯状区を設定した。
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[1. aJ帯状区 (25X5)m2 ヤチハンノキーカサスゲ基

群集 (VII.2， 1966調査)

本帯状区は女満別大正15年 1号林地に属し， 石北本

線 218.65km附近にみられるヤチハンノキ林に設定し

た。林相図にも示したように，本帯状区附近は全体的に

はヤチハンノキとヤチダモの混交林であるが，帯状区を

設定したところはヤチハンノキが優占し，ヤチダモがわ

ずかながら随伴するO 高木層を占めるそれらの樹高は

24-28 m，胸高直径は28-54cmを示している。その下

に樹高5-15mのハノレニレ，ヤチダモの若齢木が少数み

られる。低木層にも同じくハノレニレ，ヤチダモの幼齢木

が散生しその他にエゾニワトコ，エゾツリパナ，マユ

ミなどをみる。林床にはカサスゲが優占し，その他微地

形的変化に応じてマイヅノレソウ， クサソテツが凸地に，

また凹地にはミスゃパショウ， ミゾソパなどがみられる。

本帯状区の林木配置並びに樹冠投影を図示すると第6

図，樹高及び胸高直径階別本数を表示すると第8表及び

第9表，また林床植物を表示すると第10表となる。

第6図 [1. aJ帯状区ヤチハンノキーカサスゲ基群集

Fig. 6. [1. aJ belt-transect in the forest of Alnus 

japoni，ωvar. arguta (Alnus jaρonica var. 
arguta-Car官'xdisρalata sociation) 

第8表 [1. aJ帯状区樹高階別本数表

Table 8. Number of trees in each height grade in the [1. aJ belt-transect 

Height (m)樹高

Species樹種
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Total 
計

Alnus japonica var. arguta ヤチハンノキ ・ ・ ・ 1 4 4 3 12 

Fraxinus mandshu門:cavar. japonica ヤチダモ (F) ・ ・ 1 ・ 2 ・ ・ 3 

Ulmus prゆ仇qua 、ノレニレ何) 1 1 ・ ・ ・ ・ ・ 2 

Total 計 1 1 1 1 6 4 3 17 

第 9表 [1. aJ帯状区胸高直径階別本数表

Table 9. Numb巳rof trees in each diameter grade in the [1. aJ belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径
Total 
計Species 樹種
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Alnus japonica var. arguta ヤチハンノキ ・・・ 1 ・1 2 1 2 1 1 1 1 1 12 

Fraxinus mandshurica var. japonicaヤチダモ (F) ・・ 1 ・2 ・・・・・・・・・ 3 

Ulmus propinqua ハノレニレ (U) 1 1 ・ ・・・・・・・・・・・ 2 

Total 計 17 1 1 1 121  2 1 211  111  
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第 10表 [1. a]帯状区林床植物一覧表

Table 10. Cover degree and frequency of the plants in the [1. a] belt-transect 

Distance (m) 距離

Species 植物名

ハ
リ
》
，
ニ
h
d
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1
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ワ】
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t

ワ“

F C.V. 

Ulmus prolうmqua ハノレニレ

Fraxinus mandshurica var. japoniζ司
ヤチダモ

1 1 

1 

E 200 

I 100 

Sambucus sieboldii var. miquelii 
エゾニワトコ

E 200 

Euonymus oxyphyllus f.対~agnus
エプツリパナ

E. sieboldiallus '7 ユ

1 

l 

1 

十

工 100 

Carex dispalata カサスゲ

工

Maianthemum dilatatulII マイツノレソウ

LysichitOIl camtschatcense ミズバショウ

Polygonum thutiかrgii ミゾソバ

Veratrw叫 grand~βorulll ノミイケイソウ

Urtica platYlうhylla エゾイラクサ

lmpatiens noli-tangere キツリフネ

Lilium cordatu/ll var. glehnIi エゾウノミユリ

Senecio cannabtfolius ハンコ γ ソウ

Polygonatum Od01;αtUllι 
var. maxunowicui オオアマドコロ

4 

2 

5

2
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1

1
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十

+

+

十 十

+ + 十
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Matteuccia struthiopteris クサソテツ

Equisetumω-vense スギナ

Dryopteris crassirhizoma オシダ

Athyrium fili.rてfeminavar. longipes 
エゾメシタ
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[1. b]情状区 (25)<5)m2 ヤチハンノキーミゾソパ基 はハノレニレとヤチダモの幼樹，それにエゾニワトコがか

群集 (VII.1， 1966調査) なりみられ比較的顕著な層を作っている。林床はミゾソ

本帯状区は[1.a]帯状区と同一林地に属し，ほとんど パが優占する他， ミズバショヴ，タチギボウシもかなり

それに接して，石北本線218.68km附近にみられるヤチ みられ，頻度の高いものとしてはオオバナノエンレイソ

ハンノキ林に設定した。高木層はヤチハンノヰのみで占 ゥ，スギナなどがある。本帯状区の林木配置波びに樹冠

めており，樹高は25-28m，胸高直径は32-54cmに達 投影を図示すると第7図，樹高及び胸高直径階別本数を

している。その下に樹高6-12mのハノレニレ，ヤチダモ， 表示すると第 11表及び第 12表，また林床植物を表示す

エゾヤマザクラが各々一本ずつ生じている。低木層に ると第 13表となる。

+ 

十
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第7図 [1. b]帯状区ヤチハンノキーミゾソパ基群集

Fig. 7. [1. b] belt-transect in the forest ot Alnus japonica 

var. arguta (Alnus japonica var. arguta-PolygonulIt 

thunbergii sociation) 

第 11表 [1. b]帯状区樹高階別本数表

Table 11. Number of trees in each height grade in the [1. b] belt-transect 

Height (m) 樹 高 6 9 11 25 26 27 

Species 樹 種 7 10 12 26 27 28 

Alnus japonica var. arguta ヤチハンノキ 1 3 2 

Ulmus pr‘opinqua ハノレニレ (U)

Fraxinus mandshurica var. japonica ヤチダモ (F) 1 

Prunus sargentii エゾヤマザクラ (P) 1 

1'otal 計 1 1 1 1 3 2 

第 12表 [1. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 12. Number of trees in each diameter grade in the [1. b] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 6 10 14 32 34 42 46 52 

Species 樹 種 8 12 16 34 36 44 48 54 

Alnus jaρonlca var.ω-guta ヤチハンノキ 1 1 1 2 1 

Ullllus propinqua ハノレニレ (Uり
Fraxinus mandshurica var. japonica ヤチダモ (F) 1 

Prunus sargentii ェゾヤマザクラ (P) 1 

1'otal 計 1 1 1 1 1 1 2 1 

Total 
計

6 

1 

1 

1 

9 

Total 
計

6 

1 

1 

1 

9 
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第 13表 [1. b]帯状区林床植物一覧表

Table 13. Cover degree and frequency of the plants in the [1. b] belt-transect 

Distance (m) 距 自任 。 5 10 15 20 
F. C.V. 

Species 縞物名 5 10 15 20 25 

Ulmus 1ぅr01均Iqua ハノレニレ (2m) (2m) (4m) (2m) 
IV 9∞ 2 1 2 1 

Praxinus mandshurica var. japonicaヤチダモ (2m) (3m) (4m) 
JIl 8∞ 1 2 2 

Sambucus sieboldiana ~m) ~-2m) ~-2m)~-3m) 
IV 1150 var. miquelii エゾニワ}づ 1 

Euonymus oxyρhyllus f. m'lgnus 
エゾツリパナ

POかgonumthunbergii ミゾソパ 4 

Lysichito!l camtschatce!lse ミズバショウ 2 

Hosta rectiJolia タチギボウシ 1 

T円;llill川 ka1l1tschaticum 
+ オオパナノエンレイソウ

lmpatiens !loli-tangere キツリフネ 十

Symplocarpus renグolius ザゼンソウ + 
Lysimachia thyrsiflora ヤナギトラノオ + 
Urtica plaり'phylla エゾイラクサ + 
Phragmites communis ョ 、ン

Carex dispalata カサスゲ + 
Adoxa moschatellina レンプクソウ

Arisaema angustatum var. peninsulae 
コウライテ γナンショウ

Polygonatum odi官tumvar. maximowiczii 
オオアマドコロ

Equisetum山市ense スギナ + 
Athyrium vidalii ヤマイヌワラビ

Matteuccia struthiopteris グサソテヅ

[1. c]帯状区 (50x5)m2 ヤチハンノキ ミズバショ

ウ基群集;ヤチハンノキーミゾソパ基群集(V.21; VII. 

2; X. 14， 1966調査)

本帯状区は女満別昭和2年1号林地に属し，石北本線

218.94 km附近にみられるヤチハンノキ純林中に設定し

た。 本帯状区附近はすでに述べた毎木調査 (A区)を行

なったところである。高木屑を優占するヤチハンノキは

樹高 17-34m，胸高直径20-62cmiこ達する。 その下

には樹高5-11mの3本のヤチダモがみられるが，これ

らはし、ずれもヤチハンノキの根際が多少隆起したところ

を適地として生育する。この植生は群落更行上輿味ある

景観を示している。低木層も顕著ではないが，エゾニワ

2 2 2 

1 工 100 

5 5 4 4 V 7250 

1 1 1 IV 650 

1 十 十 IV 2∞ 
+ 十 + + V 

十 JI 

十 立

十 E 

+ E 
十 + 耳

工

+ 工

十 工

十 I 

十 十 十 十 V 

十 + E 

+ 工

トコ，エゾツリパナ"7ユミがし、ずれもヤチダモと同様

にヤチハンノキの根際にみられる。林床は春季と夏季に

はミズパショウが優勢で，秋季にはミズバショウは枯れ

わずかに越冬芽を地上に残すのみとなり，代ってミゾソ

パが優勢となる。ミゾソパは夏季にもミズバショウの下

でかなりの被度を示している。本帯状区ではこのように

林床優占種の季節的な交代が著しく，春季から夏季には

ヤチハンノキーミス'バショウ基群集が，秋季にはヤチハ

ンノキーミゾソパ基群集となっている。林床の草本とシ

ダ植物は上記2種の他，更に 18種を数える。 春季が出

現縫類数最も多く，夏，秋と順次減少する。オオバナノ

エンレイソウ，クロユ 1)，レンプクソウは春季相に，キ
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ツフネは秋季に目立つ存在である。一方徴地形的な生育

環境からみると，多少停滞水のみられる湿潤地にはミゾ

ソノ勺 オオノミセンキュウ， オオノてタネツケノぜナ， ミズド

クサがみられ，ヤチダモと同様にヤチハンノキの根際近

くにはオオノミナノエンレイソウ，エゾイラクサ， クロユ

リ，マイヅルソウ，エゾメシダ，オシダなどが生育する。

そしてカサスゲ，イワノガリヤス，キツリフネなどはそ

の中間的傾向をみせる。本，;昔状区の林木配置並びに樹冠

投影を図示すると第8図，樹高i及び胸高直径階別本数を

表示すると第14表及び第15表，林床値物を表示すると

~16 茨となる。

第8図 [1. c]帯状区ヤチハ γ ノキーミズパジヨウ基群集

Fig. 8. [1. cJ belt-transect in the forest of Alnus Japonica var. arguta 

(Alnus Japonica var. arguta-Lysichiton camtschatcense sociation) 

第 14表 [1. cJ帯状区樹高階別本数表

Table 14. Number of trees in each height grade in the [1. c] belt-transect 

Height (m) 樹 高 4 5 7 10 17 22 26 27 3，0 31 32 33 1'otal 10m 

Species 樹 種 5 6 8 11 18 23 27 28 31 32 33 34 計

Alnus Japonica var. arguta ヤチハンノキ 1 1 1 2 1 1 1 3 11 

Fraxinus mandshurica 1 1 1 3 
var. Jaρonica ヤチダモ (F)

Euonymus oxyρhyllus f. 11エlagゾnツus 
リバナ (E) 4 4 

1'otal 計 4 1 1 1 1 1 1 “ つ 1 1 1 3 18 
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第 15表 [1. c]帯状区胸高直径階別本数表

Table 15. Number of trees in each diameter grade in the [1. c] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 2 4 6 8 10 20 26 28 38 44 52 60 Total lota 

Species 樹 種 4 6 8 10 ~ ~ a a @ ~ M ~言|

Alnlls jalりonicavar. argllta ヤチハンノキ ・2 1 2 1 2 2 1 11 

Fra.Tinlls mandshurica 
1 1 1 3 

var. japollica ヤチダモ (F)

EIIο1l'ylI1l1S o.T'yphyllus f. /IlagJlUS 
2 2 4 

エゾツリパナ (E)

Total 計 2 2 1 1 1 つ】 1 2 1 2 2 1 18 

第 16表 [1. c]帯状区林床椋物一覧表

Table 16. Cover degree and frequency of the plants in the [1. c] belt-transect 

Distance (m) 距 離 Date 
o 5 10 15 20 25 30 35 40 45 c.v. 

調査月
F 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 May . Jul. Oct. 

Samhllcus sieboliana May +・+ + + E 十
var. lIIiqllelii エソニワトコ .Tul. +・+ + + II 十

Oct. + . + + + n 十

EnοIlymus o.T'yphylllls May + + 工 十
Jul. + + I 十f. maglllls ェゾツリパナ
Oct. 十 + I + 
May + 工 十

E. sieboldiaJllls マユミ Jul. 十 I + 
Oct. + 工 十

Lγ.，ichiton call1tschatcense May 4 5 3 3 3 4 4 4 2 2 V 4850 
Jul. 5 5 3 3 3 555  5 4 V 7000 

ミズバショウ
Oct 十十++ + + + + + + V + 

Jhu4al. y 2 1 + + 1 1 1 2 1 十 V 6∞ PolygonulII thllllhergii ミソソノミ 221  1 2 3 3 3 3 3 V 2500 
Oct. 55423  5 5 5 5 5 V 7300 

Trillizl1llねmtschati印 m
May + 1 1 十 + ll[ 100 

オオバナノエンレイソウ
}ul. 十 十+十 十 11[ 十
Oct. 

May 1 + 工 50 
Care.T diゆalata カサスゲ Jul. 1 + I 50 

Oct. 1 十 I 50 

Cal alJl agrostis langsd01・:ffii May 1 + 工 50 
.Tul 1 + 工 50 

イワノカリヤス Oct 1 + I 50 

May + + 十++ + + + IV + 
Urtica platyphylla エゾイラクサ Jul 十 + 十++十+ 1 lV 50 

Oct. + 十 + 1 E 50 

Fritillaria camtschatcensis MIuai y + + +・十 + + ][[ + 
クロユリ

Oct. 

Angelica gellllfie.Ta 
May + + 十十 五 + 
.lul. 十+ + + E 十オオノ、センキュウ
Oct. 十+ + + 立 + 



第2号第6巻北海道大学農学部邦文紀要298 

C.V. 
F. 

5
!
0
 

4
i
5
 

0
!
5
 

A
佐

!
i
A生

5

!

。

η
δ
!
t
A
-

ハ
リ
.
、
目
υ

q
u
;
，Q
d
 

R
u
・
(
ハ
り

つμ
1

・nδ

ハU
P
L
b

つμ
-
4

つU

5
!
0
 

1・
ふ

!
t
ワ“

O
P
L
U
 

--一

4
1

5
I
M
 

A
U
E
t
F
h
u
 

Date 
調査月

離距Distance (m) 

Oct. 

E
I
I
 

Jul. 乱>1:ay

十

植物名

λ1aianthemum dilatatu1Jl 
マイヅノレソウ

十
十
+

十十・
十十・

v
d
-
J
 

a
l
ゴ

M
h
α
 

Species 

+ 
十

E 
I 

+ + 
+・

v
d
-
L
 

a--叶
J

M
h
o
 

十
+ 

十E
E
R
 

+
+
+
 

十
+
+

+
+
+
 

+ 

Y

L

 

a--
ゴ

M
h
n凶

Adoxιmoschatellina 
レンアクソウ

十
+ 

十I
R
W
H
 

+ 

-十十
++十

+十十
v
d
-
A
 

a
l
汁

M
h
α
 

Carda1泊inescutata 
オオバタネツケバナ

+ 
+ 

十T
L
T
i
T
i
 

+ 
十

-
+
+
 

・
+
+
・
+
+
十十・
++十

H

-

門
・
・

φaL

M
h仇

Imj四tiensnoli-tangere 
キツリフネ

Cacalia auriculata 
var. kamtschatica 
ミミコウモリ 十

+ 

十T
i
T
A
T
-

十十十
十+十

v
d
λ
 

随
一
川
九
ω 十

十

+ 工
I 

+ 
+ 

vd
白

神

q
u
'
E且
叶

J

MYNAU 

Viola langsdorffii 
オオパノタチツボスミレ

ウソン

削

コ

一
山
ン
f
、

-
r
J
 

L
U
 
d
 
r
 
，，
 Z
 
F
 
d
 
c
 
o
 
z
 
c
 

ρLU n
 
t
 s
 

十

十E 
E 
E 

十+十
+
+
+
 

十
十
+

++十
y
-
L
 

a'lvM 

M
h
o
 

十
+ 

+ 
十

50 
工
E
E
I
-
-

十

十
50 

+ T
i
T
I
T
i
 

十

十

+ 
+ γ

i
T
I
T
i
 

十

+ 

-
+
+
+
+
+
 

+
+
+
+
1
十
+
十
+

+

1

+

十

+

+

v
d
L
 

勾
u
'
1
4

叶
J

M
h
A
U
 

Equisetum fluviatile 
ミズドグサ

ダシメゾエ

d
 
n
5
 

・'
t
e
n
c

Z
〉
ゅ，.，
ι
4

4
山
市

z
h
 

''v ddvh 
au 

m
v
 

u
 
y
 

t
 
l
 
t
 
A
 

ヴ

l
.
1

M
h
α
 

Dryopteris Cl別 sirhizoma
オシダ

W
L
叶
A

M
h
α
 

シヲネワラビD. austriaca 

y

t

 

a--叶
J

M
h
o
 

タニヘコD. tokyoensis 
十

周は多少立木が疎(おそらく風倒の影響)てあり， 光条

件からノリウツギの侵入をみたものと思う。林床はミズ

パショウが優勢であるが，それと共にカサスゲもかなり

の被度を持ち，多少季節的変化をみせ， ミズパショウは

春季と夏季に，またカサスゲは秋季に目立つ存在となる。

上記2種の他林床にはミゾソノ汽パイケイソウ，オオパ

センキュウ，エゾメシダ，クサソテツなどが比較的高い

頻度でみられる。本帯状区の林木配置並びに樹冠投影を

図示すると第9図，樹高及び胸高直径階別本数を表示す

ると第17表及び第18表， 林床植物を表示すると第19

表となる。

[1. dJ帯状区 {30x句m2 ヤチハンノキーノリワツギ

ーミズバショウ基群集 (VII.1， 1966調査 Photos5，6) 

本帯状区は[1.e]帯状区と同一林地に属し，石北本線、

219.lOkm附近にみられるヤチハンノキ林に設定した。

高木層はヤチハンノキの他にウスゲヒロハハンノキとヤ

チダモを各1本混生しそれらの樹高は 19-30m， 胸

高直径16-52cmを示している。その下に樹高 13mと

9mのヤチハンノキとエゾイタヤ各1本が生じる。低木

層にノリウツギが顕著でその樹高は1-5m，幹径も 10

cmに達するものがしばしば観察され， ノリウツギは株

数にして 19株，幹数79本に達している。このようにノ

リウツギが多数みられるのは，このヤチハンノキ林の周
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[1. d]帯状区ヤチハンノキーノリウツギ ミズバショウ基群集

[1. d] belt-transect in the forest of Alnus japonica var. 

arguta (Alnus japonica var. arguta-lち，drangeapaniculata-
Lysichiton camtschatcense sociation) 

第9図

Fig.9. 

第 17表 [1. dJ帯状区樹高階別本数表

Number of trees in each height grade in the [1. d] belt-transect Table 17. 
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Alnus japonica var. arguta 

A. mavrか

Fraxinus lIlandshurica 
var. Japomca 

エゾイタヤ (A)

種樹Species 

6 1 2 1 1 1 

1 1 

ヤチハンノキ

ウスゲヒロノ、ハンノキ (Al)

1 1 
ヤチダモ (F)

1 1 Acer 11Iono 

(株数)19 2 5 3 4 5 ノリウツギ (H)Hydrangea paniculata 

28 1 2 1 1 1 1 l 1 2 5 3 4 5 計Total 
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第18表 [1. d]帯状区胸高直径階別本数表

Table 18. Number of trees in each diameter grade in the [1. d] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 O 2 4 6 8 16 18 26 30 36 42 50 Total lota 

Species 樹 種 2 4 6 8 ID lli a a ~ ~ M ~言1

Alnus japonica var. arguta ヤチハ γノキ 1 1 2 1 1 1 7 

A. mayrii ウスゲヒロハハンノキ (Al) 1 1 

Fraxinus mandshurica 1 1 
var. japonica ヤチダモ (F)

Acer mono エゾイタヤ (A) 1 1 

Hydrangea paniculata ノyウツギ (H) 46 15 6 7 5 79 (幹数)

Total 計 46 15 6 7 6 1 1 1 2 2 1 1 89 

第19表 [1. d]帯状区林床植物一覧表

Table 19. Cover degree and frequency of th巴 plantsin the [1. d] belt-transect 

Distance (m) 距 離 。 5 10 15 20 25 
F. C.V. 

Species 植物名 5 ID 15 20 25 30 

F.ト'axinusmandshurica var. japonica ヤチダモ + + E 

Pachysandra tenninali・5 フツキソウ 十 I 

Lysichiton caηltschatcense ミズノミショウ 4 4 4 5 5 4 V 7084 

Carγx diψalata カサスゲ 5 5 3 3 3 3 V 5417 

Polygonum thunbergii ミゾソパ 十 + + 1 1 十 V 11i7 

Veratrum grandiflo門~m バイケイソウ 十 + + + 1II 
Angelica genuflexa オオバセンキュウ 十 + + 1II 

Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ + + E 
Urtica platyρhylla エゾイラクサ + I 
lmpatiens noll~tangere キツリフネ 十 I 

Athyrium filixてfeminavar. longipes エゾメシタ + + 1 耳I 83 

Matteuccia struthiopteris !Jサソテツ 十 十 + 1II 

Dryopteri crassirhizoma オシダ + 十 耳

[1. e]帯状区 (40X5)m2 ヤチハンノキーフッキソウ ッキソウが優占し，他に所生要素として，エゾイラクサ，

基群集 (X.13， 1966調査) オニシモツケ， ミズバショウ，オシダなどがみられる。

本帯状区は女満別昭和2年2号林地に属し，石北本線 本帯状区の調査は晩秋行なわれたものでフッ牛ソウ以外

219.20km附近にみられるヤチハンノキ林に設定した。 には特に量的にみるべきものはなかったが，枯草などか

高木層はヤチハンノキが優占し，ヤチダモが1本混生す ら推察すると夏季にはエゾイラクサ，オニシモツケがか

る。それらの樹高は21-31m，胸高直径22-64cmに なりの被度を示すものと思われる。本帯状区の林木配置

達する。 その下に樹高5-14mのハルニレ， エゾイタ 並びに樹冠投影を図示すると第10図， 樹高及び胸高直

ャ，ヤチダモなどが生じる。低木屑は比較的顕著である 径階}jJj本数を表示すると第20表及び第21表，林床楠物

が，特に優占種はなくノリウツギ，エソ'ツリパナ，エゾ を表示すれば第22表となる。

ニワトコ，クロウメモドキなどを混生する。林床にはフ



舘脇・遠山・五十嵐:霊網走湖畔鉄道防雪林の植生 301 

第 10図 [1. eJ帯状区ヤチハンノキーフッキソウ基群集

Fig. 10. [1. e] belt-transect in the forest of Alnus japonica var. arguta 
(All111S jalうonicavar. arguta-Pachysandra terminalis sociation) 

第 20表 [1. e]帯状区樹高階別本数表

Table 20. Number of trees in each height grade in the [1. e] belt-transect 

Height (m) 樹 局 5 9 10 13 21 ?:1 28 30 Total 

Species 樹 種 6 10 11 14 22 28 29 31 計

Alnus japonica var.ω"gllta ヤチハンノキ 1 1 1 3 6 

Fraxinus mandshurica 1 1 2 var. japonica ヤチダモ (F)

Ulmus propinqua ハノレニレ (U) 1 2 

Acer lIlono エゾイタヤ (A) 1 1 

Hydrangea paniculata ノリウツギ (H) 1 

Total 計 2 1 1 1 2 1 1 3 12 
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第 21表 [1. e]帯状区胸高直径階別本数表

Table 21. Number of trees in each diameter grade in the [1. e] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 41012161822363840465662 r l 
t t t i t t i l i l t t ota 

Species 樹 種 6 U M lli a ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~言|

Alnus japonica var. ar・-guta ヤチハンノキ 1 1 i 1 l 1 6 

Fraxinus mandshurica 1 1 1本 3 
var. japonica ヤチダモ (F)

Ulmus propinqua J、ノレニレ (U) l 1 2 

Acer mono エ Yイタヤ (AJ 1 l 

Hydrangea paniculaω ノリウツギ (H) 1 l 

Total 計 1 1 l 1 2 1 1 1 l l 1 1 13 

本印は先端折

第22表 [1. e]帯状区林床植物一覧表

Table 22. Cover degree and frequency of the plants in the [1. e] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 25 30 35 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 

Hydrangea paniculata ノリウツギ (3m) 
1 戸-4m)(3mx2) lli 1063 1 3 3 

Euonymus fooエryHp1itnyzlaJus 
orm. magnus エソツリパナ

(11m)(32 m) 十十 (1-3m) (2m) 
3 1 lV 813 

Sambu口~s sieboldiana (3m) (2m) (3m) 
E 188 var.押日quelii エゾニワトコ l 1 1 

Rhamnus japonica f!ロウメモドキ 十 工

---.・4・ーーー.. ・----------併白骨.. 祖国ーー----------干h・ー..・・----------_.凶a・------・ー------------ーー...ーーーーーーーー...骨---.ー』・・ー・4ゅー-------------晶・・・・・・祖国E・R・・凶・a・--------刊a・・ーー・・・4司-.----------------・

Pachysandra terminalis フッキソウ 5 4 5 5 5 4 4 3 V 7188 

Urtica platyphylla エゾイラクサ 十 十 2 十+十 2 1 V 500 

Filipendula kamtschatica オニシモツケ 十 1 1 2 十 lli 344 

Lysichiton camtschatcense ミズバショウ 十 + + + + 1 1 V 125 

Cacalia hastata 
1 十 I 63 var. orientalis ョプスマソウ

lmpatiens noli‘tangere キツリフネ + + 十 + 十 JI[ 

Veratrum grand析。rut/ι パイケイソウ 十 十十 十 ;江

Senecio cannabグ'olius ハンゴンソウ + + 工

Polygonum thunbergii ミゾソノ〈 十 十 工

Geum macrophyllum var. sachalinense 
十 工カラフト夕、イコンソウ

Dryopteris crassirhizoma オシダ 1 + 十 十 1 1 lV 188 

Matteucc叫 struthiopteris f!サソテツ + + 十+ J[[ 

AthyizunNvarzk.tJfomnngZz》724es 
エゾメシF + 十 工

Dryopteris tokyoensis !lニヘゴ 十 I 
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[1. f]帯状区 (50X5)m2 ヤチハンノキーミズパショ 帯状区と同様に季節的に優占種の交代がみられ，秋季に

ウ基群集;ヤチハンノキ ミゾソパ基群集 (V.21; VII. はミゾソパが優占種となる。夏季にはミズバショウの葉

2; x. 14， 1966調査 Photos1， 2) が一面に繁茂するが，その下にミゾソパも顕著な層を作

本帯状区は[1.e]帯状区と同ー林地に属し，石北本線 っている。[1.c]帯状区と同じく春季から夏季にかけて，

221.40 km附近にみられるヤチハンノキ林に設定した。 ヤチハンノキーミズバショウ基群集が，秋季にはヤチハ

本帯状区附近の毎木調査の結果はすでにのべたが，高木 ンノキーミゾソパ基群集がみられる。上述の2種以外に

層はヤチハンノキのみでその樹高は29-33m，胸高直径 も林床に出現する種類は8種みられるが，多くはヤチハ

32-46cm Vこ達している。 樹高 14mのヤチダモ 1本を ンノキの根際の多少隆起したところに出現している。本

混生するが， これも[1.c]帯状区で述べたようにヤチハ 帯状区の林木配置並びに樹冠投影を図示すると第11図，

ンノキの根際に生じている。林床には停滞水がかなり広 樹高及び胸高直径階別本数を表示すると第23表及び第

範囲にみられ，そこにミズバショウが優占する。[1.c] 24表，林床植物を表示すれば第25表となる。

第11図 [1. f]帯状区ヤ手ハンノキーミズパョウ基群集

Fig. 11. [1. f] belt-transect in the forest of Alnus japonica var. arguta 
(Aluns japonica var. arguta-Lysichiton camtschatcense sociation) 

第23表 [1. f]帯状区樹高階別本数表

Table 23. Number of trees in each height grade in the [1. f] belt-transect 

Height (m) 樹 両 13 29 30 31 32 

Species 樹 種 14 30 31 32 、33

Alnus japonica var. arguta ヤチハソノキ 1 7 3 1 

Fraxinus mandshurica var. japonica ヤチダモ (F) 1 

Tota! 計 1 1 7 3 1 

Tota! 
計

12 

1 

13 
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第24表 [1. f]帯状区胸高直径階別本数表

Number of trees in each diameter grade in the [1. f] belt-transect Table 24_ 
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第25表 [1. f]帯状区林床植物一覧表

Cover degree and frequency of the p!ants in the [1. f] be!t-transect 
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Matteuccia struthiopteris 
クサソテツ + 

高木屑はヤチハンノキのみで占められ，その樹高は27-

30m，胸高直径は34-68cmに達しているが，比較的立

木密度の疎なところである。ヤチハンノキの根際に樹高

4-7mのヤチダモが生じている。 林床は停滞水多く，

調査したヤチハンノキ林中では最も軟泥な土壌的条件を

[1. g]帯状区 (40x5)m2 ヤチハンノキーミス'パショ

ウ基群集 (V.22; Vlr: 3; X. 21， 1966調査 Photos 
3，4) 

本帯状区は女満別昭和2年3号林地に属し，石北本線

220.22km附近にみられるヤチハンノキ林に設定した。



舘脇・遠山・五十嵐: 網走湖畔鉄道防雪林の植生 305 

持っている。林床に出現する植物は[1.c] [1. f]帯状区

と類似するが，本帯状区で‘は各季の調査において常にミ

ズバショウが優占種となり，秋季優占種がミゾソパと交

代することはなし、。 林床に出現する 15種のうちミズパ

ショウと混生するものはミゾソパ，オオパタネツケパナ，

オオパセンキュウの3種で，他は多少とも乾燥化の傾向

がみられるヤチハンノキ根際周辺に生じるものである。

本帯状区の林木配置並びに樹冠投影を図示すると第12

図， 樹高及び胸高直径階別本数を表示すると第26表と

第 27表また林床植物を表示すると第28表となる。

ぷ

¥ 

LなuO 
F 

第四図 [1. g]帯状区ヤチハンノキーミズパシヨウ基群集

Fig. 12. [1. g] be¥t-transect in the forest of Alnus japonica var. arguta 

(Alnus japonica var‘arguta-Lysichiton camtschatcense sociation) 

第26表 [1. g]帯状区樹高階別本数表

Table 26. Number of trees in each height grade in the [1. g] belt-traesect 

Height (m) 樹 高 4 6 27 28 29 
Tota¥ 

Species 樹 種 5 7 28 29 30 計

Alnus jUlうontcavar. argutu ヤチハンノキ 3 2 1 6 

Fra:rinus mundshuricu var. juponicu ヤチダモ (F) 2 1 3 

Tota¥ 計 2 1 3 2 1 9 



第 2号第6巻北海道大学農学部邦文紀要306 

第 27表 [1. g]帯状区胸高直径階jJlJ本数表

Number of trees in each diameter grade in the [1. g] belt-transect Table 27. 
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第28表 [1. g]帯状区林床植物一覧表

Cover degree and frequency of the plants in th巴11.g] belt司transectTable 28. 
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Distance (m) 距 自在 Date 
。5 10 15 20 25 30 35 C.V. 

F 
Species 植物名 調査月 5 10 15 20 25 30 35 40 May Jul. Oct. 

VeratrU/Il grandiflorum 品Jufal.y + I 十
ノζイケイソウ + I + 

Oct. 

DryopteγIS crαssirhizoma May + 十 I + 
Jul. + + I + オシダ
Oct. + + 工 + 

D. tokyoensis タニヘゴ hIufa1. y 
十 I + 

Oct. + I + 

[1. h]帯状区 (45X5)m2 ヤチハンノキーエゾイタヤ に混生する。林床にはソウウンザサが優占し，他に量的

ソウウンザサ基群集 (X.13， 1966調査 Photo8) にみるべきものは無いが，頻度の高いものとしてキツリ

本帯状区は女満別昭和2年4号林地に属し，石北本線 フネ，フッキソウなどがみられる。ヤチハンノキ林の林

221.59km附近にみられる適潤系のヤチハンノキ林に設 l木にササが優占するところは非常にめずらしく，後述す

定した。高木層はヤチハンノキのみで，その樹高は27- る[1.i]帯状区と共に特記すべき群落型のーっと思う。

29m，胸高直径は32-64cmに達してし、る。その下には 本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すると第13図，

樹高4-7mのエゾイタヤが多く， 顕著な二段林を形成 樹高と胸高直径階別本数を表示すると第29表と第30表

している。ニの層には他にヤチダモ，ハノレニレをわずか 林床植物を表示すると第3q主ーとなる。

第13図 [1. h]帯状区ヤチハンノキ エゾイタヤーソウウンザサ基群集

Fig 13. [1. h] belt-traesect in the forest of Alnus japonica var.山富uta

(Alnus japonica var. arguta-Acer mono-Sasa rivularis sociation) 
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第 29表 [1. hJ帯状区樹高階別本数表

Number of trees in each height grade in the [1. hJ belt-transect Table 29. 
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第 30表 [1. hJ帯状区胸高直径階7J1j本数表

Number of trees in each diameter grade in the [1. hJ belt-transect Table 30. 
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第31表 [1. hJ帯状区林床植物一覧表

Cover degree and frequency of the plants in the [1. hJ belt-transect TabJe 31. 
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[1. i]帯状区 (45x5)m2 ヤチハンノヰ ソウウンザ

サ基群集;ヤチハンノキーパイケ.イソウ基群集 (V.23;

VII. 3; X. 14， 1966調査 Photo7) 

本帯状区は[1.h]帯状区と同一林地に属し，それに接

してややl乎人側に設定した。高木層はヤチハンノキのみ

で， その樹高は27-29m，胸高直径は30-58cmであ

る。その下に前記[1.h]帯状区より多少疎ではあるがエ

ゾイタヤ，ヤチダモがみられ，その樹高は6-18mに達

する。林床は季節的変化が著しく，春季相としてノ吋ケ

イソウが出現し， 総合優占度は7361を示し;林床優占種

となる。しかし秋季にはパイケイソウはわずかに枯茎を

残すのみとなり，代ってソウウンザサが優占種となる。

笹類が林床優占種となる群落では季節的変化が顕著でな

いのが一般であるが，その点で本帯状区は特異な存在の

ーっといえる。上述の2種以外に量的に目立つものはな

いが，頻度の高いものとしてオオバナノエンレイソウ，

キツリフネ，オシダなどがみられる。本帯状区の林木配

置並びに樹冠投影を図示すると第 14図， 樹高及び胸高

直径階別本数を表示すると第32表及び第33表，林床植

物を表示すると第34表となる。

第 14図 [1. i]情状区ヤチハンノキーソウウンザサ基群集

Fig. 14. [1. i] belt-transect in the forest of Alnus ja.ρonica var. arguta 
(Alnlls japonica var. aJ・guta-Sasarivularis sociation) 

第32表 [1. i1帯状区樹高階別本数表

Table 32. Number of trees in each height grade in the [1. i] belt-transect 

Height (m) 樹 高 6 7 9 10 12 13 14 17 27 28 Total lot 

Species 樹 種 7 8 10 11 13 14 15 18 28 29 計

Alnlls japonica var. arguta ヤチハンノキ 5 5 10 

Acer 1Il011O エゾイタヤ (A) 1 ・ワ4 3 3 2 1 12 

Fraxuzω mandshurica var. jaρonlca ヤチダモ (F) 1 1 2 1 5 

Total 計 1 2 3 4 3 2 1 1 5 5 27 
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第 33表 [1. i]常状区胸高直径階別本数表

Number of trees in each diameter grade in th巴[1.i] bel t -transect Table 33. 
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第34表 [1. i]帯状区林床植物一覧表

Cover degree and frequency of the plants in the [1. i] belt-transect 
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Distance (m) 鹿 離 Date 
o 5 10 15 20 25 30 35 40 C.V. 

調査月
F. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 45 May Jul. Oct. 

Galilll/l tr伊orゲorllle Jhu4al y + I + 
. + I + オククノレマムグラ

Oct. -十 I + 

JLufal. v + + +十 E + 
Dryojうteriscrassirhizoma オシダ + 2 1 + E 250 

Oct. 1 2 1 + E 305 

May +十+ 立 + 
Equisetulll hyemale トク→'j" Jul. + + + ，1I + 

Oct. + + + E + 
May 十 I + 

Matteuccia struthiοtpteris クサソテツ Jul. + + I + 
Oct 1 + 工 56 

2. ヤチダモ林 モ林については (2.a]-(2. d]の4帯状区を設定した。

女満別林地においてはヤチハンノキに次いで主要な樹 (2. a]帯状区 (40x5)m2 ヤチダモーカサスゲ基群集

種であり，ヤチハンノキのt献本状のところを除けば，全域 (V. 21， 1966調査 Photo10) 

にわたり出現するが，広い面積にわたるこの種の純林は 本帯状区は女満別大正 15年1号林地に属し， 石北本

ほとんどみられず， わずかに石北本線の218.5km附近 線 218.45km附近にみられるヤチダモ林に設定した。林

にみられる。湿潤地においてはヤチハンノキと混生し， 相図に示したごとく今回の調査範囲ではヤチダモの純林

適潤地においてはハノレニレ，カツラと混生する。ヤチダ は大変に少なく，本帯状区を設定した石北木線の 218.40

第15図 (2. a]情状区ヤチダモ カサスゲ基群集

Fig. 15. [2. a] belt-transect in the forest of Fra.rulUs mandshurica 

var. japonica (Fra.rinus mand必uricavar. ja，ρonica-Care.r 
diやalalasociation) 



312 北海道大学農学部邦文紀要第6巻第2号

km-218.53 km 附近にみられFるのみである。高木)震は

ヤチダモのみで，その樹高は 19-27m，胸高直径は20-

38cmである。林床にはカサスゲが優勢で、あり，次いで

ミズバショウ，エンコウソウ， クロユリなどが目立った

存在で，その他頻度の高いものとしてミゾソノ勺オオバ

ナノエンレイソウ，ザゼンソウ，クサソテツ役どがみら

れる。 前述したが木市状附近には昭和34年5月にヤチ

ダモの補植が行なわれており， ，1'1ょTRにみられるヤチダモ

はおそらくこの際に植えられたものと思われる。本市状

区の林木配置波びに樹冠投影を図示すると第15図，樹高

及び)胸高直筏階別本数を表示すると第35表及び第3ι表

林!木材1物を表示すると第37表となる。

第 35表 [2. a]帯状区樹高階別本数表

Table 35. Number of trees in each height grade in the [2. a] belt-transect 

Height (m) 樹 高 19 20 23 24 25 26 Total 

Species 樹 種 20 21 24 25 26 27 計

Fraxinus 1I1a河dshuricavar. ja)りolllca ヤチタモ 1 1 つ 2 4 11 

第 36表 [2. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 36. Number of trees in each diameter grade in the [2. a] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 20 22 24 26 28 30 36 
Total 
計Species 樹 種 22 24 26 28 30 32 38 

Fraxinus lIlandshurica var. japonica ヤチダモ 1 1 つ“ 1 3 2 1 11 

第 37表 [2. a] 帯状区林床植物一覧表

Table 37. Cover degree and frequency of the plants in the [2. a] belt-transect 

Distance (m) 距 離 。5 10 15 20 25 30 35 
Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 

Ulmus propinqω ハノレニレ 1 + 十

Fraxinus mandshurica 
十 + + 十var. japonica ヤチダモ

Hydrangea paniculata ノリウツギ l 

Sa1l1bucus sieboldiana 
+ + var. miquelii ェゾニワトコ

Euonymus sieboldianus マユ + 

Car・'exdispalata カザスゲ 3 2 3 5 4 4 2 1 

Lisichiton camtschatcense ミズパショウ 1 2 2 1 十 1 つ】 2 

Caltha palustris ユンコウソウ 1 2 + + 】つ 2 
Fritillaria camtschatcensis !lロユリ 1 十 十 十 1 1 

Polygonum thunbergii ミゾソパ 十 + + 1 十 + + 
Trilliullt kal7ltschaticulll 

+ + 十 十 + + + オオバナノエンレイソウ

Sy]]~ρlocarpus renifoli川ザゼンソウ + + 十 十 + 
Urtica plaりphylla ェゾイラクサ + + + + 
Angelica genuflexa オオノごセンキュウ 十 十 十 + 
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Distance (m) 距 離 。5 
Species 植物名 5 10 

MaianthemulII dilatatum マイヅノレソウ 十 十

Ado.ra 111m、chatellina レンプクソウ + 
Veratrum grand伊orum メイケイソウ + 
Anemone flaccida ニリンソウ 十

Hosta rectグ'oUa タチギポウシ + 
Lyco.ρus unl.β01・115 エソシロネ

CeztFM721dcrcohJdhhfiynHenEMsPe t 
var. sa カラフトダイコンソウ

Lysimachia tl.りIrsiflora ヤナギトラノオ

Chゥsospleniumalternゲゾbネli・Mコm 
var. sibiricum エ ノメソウ

Phraglllites cOllllllllnis ヨ シ

Matteuccia struthiopteri・s !Jサソテツ + 
Equisetum arvense スギナ + 
Botrychium robustum ェゾフユノノ、ナワラビ

[2. b]帯状区 (25X5)m2 ヤチダモーミゾソパ基群集

(X. 14， 1966調査)

本帯状区は [2.a]帯状区と同一林地に属し，石北本線

218.74 km附近にみられるヤチダモとヤチハンノキの混

交林中，特にヤチダモの多い部分に設定した。従って高

木層はヤチダモのみで占められ，その樹高は 18-25m， 

胸高直径は 16-36cmである。調査時期が秋季であった

ので林床はミゾソパが優占するが，春夏にはミズパショ

ウの被度は秋季よりかなり多くなると思われるo その他

量的には帯状区の前端にオオイタドリがやや目立ち頻度

の高いものとしてクサソテツ， ミズドクサなどがみられ

る。本帯状区は[1.b]帯状区に接しており林床は類似し

た景観を持っている。本帯状区の林木配置並びに樹冠投

影を図示すると第 16図， 樹高及び胸高直径階別本数を

表示すると第38表及び第39表，林床植物を表示すると

第40表となる。

10 15 20 25 30 35 
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工
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o E u L • 11 E25. 

第 16図 [2. b]帯状区ヤ手ダモ ミゾ、ソパ基群集

Fig. 16. [2. b] belt-transect in the forest of 

Fra.rinus mandshurica var. japonica 

(Fra.rinus lIlandsl，山内cavar.japonica 
Polygonum thunbergii sociation) 
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第 38表 [2. a]帯状区樹高階別本数表

Table 38. Number of trees in each height grade in the [2. b] belt-transect 

Height (m)樹高

Species樹荘l
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Total 

Fraxinus mandshurica var. japonica ヤチダモ 1 4 4 9 

第 39表 [2. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 39. Number of trees in each diameter grade in the [2. b] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 16 22 24 26 28 34 Total 
計Species 樹 種 18 24 26 28 30 36 

Fraxinus malldshurica var. japonica ヤチダモ 1 1 1 1 4 1 9 

第 40表 [2. b]帯状区林床植物一覧表

Table 40. Cover degree and frequency of the plants in the [2. b] belt-transect 

Distance (m) 距 離 。 5 10 15 20 
F. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Sambucus sieboldiana var. miquelii エゾニワトコ + 工

Polygοllum thunbergii ミゾソパ 3 5 5 5 5 V 

Reynoutria sachalinensis オオイタドリ 2 工

Lysichiton camtschatcense ミズバショウ 十 1 1 十 IV 

Urtica plaり'phylla エゾイラクサ 十 1 江

Calamagrostis langsdor ffii イワノガリヤス 十 十 l[ 

Viola langsdorl声i オオパタチツボスミレ + 工

Cardamine scutata オオバタネツケパナ + 工

chrysospfou-um dfritb6i7n72UよUb1fgeum + I var. SIOZrtCum エゾネコノメソウ

Angelica genuflexa オオパセンキュウ 十 工

A1atteuccia struthiopte門s !lサソテツ 1 1 + 1 + V 
EquIsetum fluviatile ミズドクサ + 十 + 十 十 V 

C.V. 

7750 

350 

200 

100 

300 
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[2. c)市状区 (25X5)m2 ヤチダモーイワノガリヤス

基群集 (VII.1， 1966調査 Photo9) 

本帯状区は女ー満別昭和2年4号林地に属し，石北本線

220.8 km附近のヤチダモとヤチハンノキの混交林中ヤ

チダモのやや俊勢なところに設定した。高木層はヤチダ

モを主とし，ヤチハンノキ 1本を混じ.その樹高は 30-

33m，胸高直径は 30-50cmに達している。 その下に

は，樹高 5-20mのヤチダモ，ヤチハンノキ，ハノレニレ

各 2本が生じている。林床にはイワノガリヤスが優占す

るが，ミス'バショウもかなりみられ，その他エゾシロネ，

ヨシ， ミゾソノペオオパセンキュウ， ミズドクサなどの

浪潤要素を生じており，林内にはかなりの停滞水がみら

れる。本，月けた区の林木配置]tひに樹冠投影を図示すると

第 17図， 樹高及び胸高直径階別本数を表示すると第40

表及び第41表，林床植物を表示すると第42表となる。

第 17図 [2. c)帯状区ヤチダモ イワノ

ガリヤス基群集

Fig. 17. [2. c) belt-transect in the forest of 

Fra.unlls Illal1ιishllrica var. joap川'ca

(Fra.ril1l1s lIlalldslllげicavar. japonica 

Calall1agrostis 1mψdorffii sociation) 

第 40表 [2. c)帯状区樹高階5)IJ本数表

Table 40. Number of trees in each hei日ht日radein the [2. c) belt-transect 

Height (m)樹高

Species樹種

Fra.unlls mandshurica var. japollica ヤ千ダモ

Alnus jaρonlca va!.ω--guta ヤチハンノキ (A¥)

Ulmus propinqlω ハノレニレ (U)

Tota¥ 計

5
3
K
G
 

7 11 17 19 30 31 32 
Tota¥ 
計8 12 18 20 31 32 33 

1 3 7 

2 3 

1 2 

1 1 2 2 3 1 12 

1 

l 
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第 41表 [2. c]帯状区胸高直径階別本数表

Table 41. Number of trees in each diameter grade in the [2. c] belt‘transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径
Tota¥ 
計Species 樹種
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第 42表 [2. c]帯状区1''''床植物一覧表

Table 42. Cover clegree and frequency of the p¥ants in the [2.ι] be¥t-transect 

Distance (m) 距離

Species 植物名
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F C.V. 

Alnlls japonica var. aJ;苫uta ヤチハンノキ

Fraxinus mandshurica var. jaP()Jlica ヤチダモ

Cala magrostis langsdo rffii イワノヵーリヤス

Lysichiton caJlltschatcense ミズパショウ

LycojJlIs uniflorus エゾシロネ

Phragmites cOJlllllunis ヨシ

Senecio 印刷abi戸lillS ハンゴンソウ

VeratrulII grandグOrUJJl ノミイケイソウ
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[2. d]帯状区 (30X5)m2 ヤチダモーエゾツリパナー

トクサ基群集 (V.22， 1966調査 Photos 11， 12) 

木千lf~7\区は [2. c]帯状区と同一林地に属し，石北木線

221.43 km附近のヤチダモの多いところに設定した。 5

+

+

+

 

1 

十+ + 

木のヤチダモが高木層を作り，その樹高は27-30m，胸

高直径は 52-70cmVこ達する。その下にはエゾイタヤが

多く， ヤチダモ，ハノレニレをわす、かに混じ樹高は5-22

m に及んでいるが，屑としてはあまり顕著でなしむし
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ろ低木層にみられるエゾツリパナが顕著な層を形成して

いる。林床はトクサが優占する。他に量的にみるべきも

のはないが，頻度の高いものとしてフッキソウ，ザゼン

ソウ，エゾイラクサ，パイケイソウなどがみられる。木

帯状区の林木配置並びに樹冠投影を図示すると第18図，

樹高及び胸高直径階別木数を表示すると第43表及び第

44表，低木屑本数分布と林床植物を表示するとそれぞれ

第 45表，第46表となる。

第 18図 [2. d]帯状区ヤチダモーエソツリパナートクサ基群集

Fig. 18. [2. d] belt-transect in the forest of Fraxinus mandshurica 

var. japonica (Fraxi削 smandshurica var. jaρonica-Euonymus 
oxyphyllus f. magnus-Equisetum hyemale sociation) 

第 43表 [2. d]帯状区樹高階別本数表

Table 43. Number of trees in each height grade in the [2. d] belt-transect 
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Total 計 5 2 2 1 1 1 1 1 1 4 19 
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第44表 [2. d)帯状区胸高直径階別本数表

Number of trees in each diameter grade in the [2. d) be!t-transect Table 44. 
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第45表 [2. d)帯状区低木層本数分布表

Number of trees in the !ower tree-!ayer of the [2. dJ be!t-transect 
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第 46表 [2. d)帯状区林床植物一覧表

Cover degree and frequency of the p!ants in the [2. d) be!t-transect Table 46. 
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3. ハルニレ・カツラ林

今回の調査範囲では，最も考隆地にあたる石北本線の

219.80-220.15 kmにかけてはヤチハンノキが姿を消し，

ハノレニレ， カツラそれにヤチダモを混じた林となってい

る。 またニの附近の林が最も高い樹高をもち， 35mを

腿えるものもめずらしくなL、。林床にはエゾイラクサ，

パイケイソウなど適潤要素が多く，林内に停滞水はほと

んどみられない。ハノレニレ・力、ムラ林について [3.a]帯

状区を設定した。

[3. a]帯状区 (50x5)m2 ハノレニレ・カツラークサソ

テツ基群集 (Y.22; V11. 22; X. 21， 1966調査 Photos

14， 15) 

本帯状区fi女満別昭和2年2号林地に属し，石北本線

219.92 km附近のハノレニレ・カツラ， ヤチダモ混交林に

設定した。林木の生長はよく，帯状区起点のヤチダモt土

樹高 36m，胸高直径1l0cmVこ達しているo 樹高20m

以上の樹種としてはヤチダモ，カツラ，ハノレニレ，エゾ

イタヤがみられ， それらの胸高直径は 25-110cmであ

る。その下には樹高5-15mのキ少つブシ，ハシドイ，

エゾイタヤなどがみられる。低木屑はかなり顕著で，エ

ゾツリパナが多く，他にハシドイ，マユミ，エゾイタヤ，

キクコブシを多少混生する。林床は春季にはパイケイソ

ウ，夏季にはクサソテツ，秋季にはフッキソウが優勢種

となるが，いずれにしても他の帯状区にみられるような

顕著な優占種となることはない。基群集名としては最も

大きな被度をもっクサソテツを用いた。また早春の頃こ

の地のクサソテツはコゴメ刈りと称しかなりの量がつま

れており，本来はもっと大きな被度をもつものと思われ

第 19図 [3. a]帯状区ハノレニレ・カツラ クサソテツ基群集

Fig. 19. [3. a] belt-transect in the forest of Ulmusρroρznqua・
. Cercidiphyllum japoni・'cum(Ulmusρropinqua. Cercidi-
phyllum jajりonicum-Matteucciastruthiopteris soc.) 
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第47表 [3. a]帯状区樹高階別本数表

Number of trees in each height grade in the [3. a] belt-transect Table 47. 
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第48表 [3. a]帯状区胸高直径階別本数表

Number of trees in each diameter grade in the [3. a] belt-transect Table 48. 
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第49表 [3. a]帯状区低木層本数分布表

Number of trees in the lower tree-Iayer of the [3. a] belt-transect Table 49. 
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第 50表 [3. a]帯状区林床槌物一覧表

Cover degree and frequency of the plants in the [3. a] belt-transect 
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自然、林の群落形態は帯状区で解析したように上述の組

合せとなるが，この組合せには森林群落と林床群落の更

行に要する時間のちがし、から，いろいろな結びつきがで

きてくる。すなわち種々の原因で急速に適潤化が進んだ

時，林床群落は比較的短時間でそれに適応した群落を形

成するが，森林は相変わず前の型が存続しているものと

考えられる。ヤチハンノキーソウウンザサ型の群落はこ

の好例で，林床の適潤化が比較的早く進行した結果と思

われる。

落葉広葉樹林ではしばしば早春に高木層の関葉に先だ

ち林床の明るい時にし、わゆる春季相が出現し，夏季には

それが消失し他の種類と交代することが知られている。

これを季節的変化と呼んでいるが，この変化に関する報

告はその多くが草原群落叉は雑草群落などについてで，

天然林の林床群落の季節的変化についての報告はほとん

どこれをみない。幸にして今回は同一林地を季節を追っ

て調査することができ，その結果次の季節的変化を確認

した。

下記の表以外にも 1961年の報告にみられるヤチハン

ノキとヤチダモ林の林床にみられるオオバナノエンレイ

ソ群落はあきらかに春季相であり，この群落は夏季には

他の群落に置換されるものと思われる。
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IV. 

網走湖畔鉄道防雪林の植生書官協・遠山・五十嵐:

群落の更行

女満別，呼人間にみられるヤチハンノキ，ヤチダモ，

ハノレニレの3種を主木とする森林は，湿潤から適潤とい

う遷移系列を考えた時，一般にはヤチハンノ牛林→ヤチ

ダモ林→ハノレニレ林とL、う連鎖が考えられる。従って該

地は現在北海道の低地に見られる湿潤林から適潤林への

配列が存在する貴重な森林ということができる。一方林

床植物の優占種もしくは優勢種からみると，湿潤から適

i関への群落は次のような配列となる。

/¥ 

工i将Lウ

/¥ 
)¥1ケ史ミ必シクサ

(森林)(ホ分条件)

田

辺

問

岡

田

M
H

t
・
-
↓
配
l
i
l
-
-配

秋季相

ヤチハンノキ宇ノド

夏季相

ミズバショウ一一→ミズバショウ一一→ミ

パイケイソウー-->ソウウンザサ一一→ソウウソザサ

λ イケイソウー→クサソテツー→(フッキソウ)

ソゾ

春季相区

[1. c] [1. f] 

[1. j] 

[3. a] 

状子苦名林

11 

1. 網走湖畔の落葉広葉樹林は，日本の冷温帯平地に

存在する落葉広葉樹林として最も重要なものである。

2 本樹林はヤチハンノキ林を中心に，ヤチダモ林，

ハノレニレ林を根幹として，湿潤林から適潤林への配列が

存在する。

3. 全層群落として，今回の調査で次の基群集を記録

した。

ハノレニレ・カツラ林

ヤチハンノキーーフッキソウ

ヤチハンノキーーソウウンザサ

ヤチハンノキーパイケイソウ

ヤチハンノキーエゾイタヤーソウ

びすむ

ウンザサ

ヤチダモーーミ'/'/パ

ヤチダモ一一カサスゲ

ヤチダモーイワノガリヤス

ヤチダモーエゾツリバナートクサ

ヤチダモ林

ハノレニレ・カツラーークサソテツ

4. 上記の群落のうち最も人目をひきやすいのがミズ

バショウを林床にもつ群落で，その面積の広いこと，群

落の純正なることは，おそらく日本では他の追従を許さ

ないであろう。ミズバショウ群落で有名な尾瀬と比較す

ると，本地点のミズバショウは林床群落であるのに対し

ノ、ノレニレ・カツ
ラ林集

ヤチハンノキーーミス、バショウ

ヤチハンノキーーミゾソパ

ヤチハンノキーーカサスゲ

ヤチハンノキ一一ノリウツギーミズ

ノミショウ

群基名

ヤチハンノキ林

林
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尾瀬のそれは湿原の群落であり，興味ある対象を示して Rai¥ways. 1t is surely a wonderful fact to have 

preserved such a五nevegetation up to this day. 

The present study was carried out along the railway 

from ear¥y spring to late autumn in 1966， based on 
the phytosociological point-of view. The researched 

area， 4.5 km in length and 50 m (26-80 m) in mean 

width， was limited in the protected forest as the 
snow-fenced forest by the Japanese National Rai¥-

ways. 

いる。

Summary 

The forest vegetation on the lake-side of Abashiri， 
Prov. Kitami， Hokkaido， Japan 

Lake Abashiri is located near Abashiri situat巴don 

the sea-side of the Ochotsk Sea. Only on the east-

ern side between Memanbetsu and Yobito are found 

the splendid deciduous forests managed by the Na-

tional Forest of Japan and the Japanese National 

The following transects were selected. 

Transect Sociation Table Figure 

[1. a] Alnus ja}うonicavar. arguta-Car，ιx dispalata 8， 9， 10 6 

[1. b] Alnus japonica var. arguta-Polygonum thunbergii 11， 12， 13 7 

[1. c] Alnus japonica var. arguta-Lysichiton camtschatcen出 14， 15， 16 8 

Alnus japonica var. arguta-Polygonum thunbergii 11 11 

[1. d] A132Lus ysjza・cphoitnoinca CGv7anrt.scdhfagtucetd nse ff〉dmngeaρanic1l1ρta 17， 18， 19 9 

[1.巴] Alnus japonica var. argllta-Pachysandra terminalis 20， 21， 22 10 

[1. f] Alnlls japonica var. argllfa-Lysichiton camtschatcense 23， 24， 25 11 

Alnus japonica var. arguta-Polygonulll thunbergii 11 11 

[1. g] Alnus japonica var. arguta-Lysichiton camtschatcense 26， 27， 28 12 

[1. h] Alnus japonica var. arguta-Acer mono-Sasa rivularis 29， 30， 32 13 

[1. i] A/nus japonica var. arguta-Sasa rivularis 32， 33 34 14 

Alnus japonica var. arguta-Veratrum grandifiorum 11 11 

[2. a] Fraxinus mandshurica var. japom:ca-Carex diψalata 35， 36， 37 15 

[2. b] Fraxinus mandshurica var. japonica-
Polygonum thunbergii 38， 39， 40 16 

[2. c] Frax均ZZ457Handshufzcavdaorf.Fjaz ponkdー 40， 41， 42 17 Calamagrostis langs 

[2. d] F7zzzinZ457Handshufifcavar.5joEFqounitsceat-uEmuolnzYy0m72u0s 1e 43， 44， 45， 46 18 oxyphyllus form. magnu 

[3. a] U177224s propinqua-CezroclihdteψfZh5 yffum japoniCUFFト 47， 48， 49， 50 16 Matteuccia struth 

Photo 

5，6 

1 

2 

3，4 

8 

7 

10 

9 

11， 12 

14， 15 



i~:~)協・遠IU .五一1'1.試

Photo 1. [1. f]帯状|天ヤチハンノキミスパショウ某群集 (V.4， 1966) 

ょllnllsjaρoJlica var. arglfta.-.L)仁川正hitollcall1LschaLccnse soc. 

Photo 2. [1. f]市状灰ヤチハンノキーミソ、ソバ基詐集 (X.13， 1966) 

Alnus ja}フοmcavar. aJ宮uta-Polygonumthunbれ命giisoc. 

Plate 1 



Plate II 結IJあ・述ILI. LI.-I'嵐

Photo 3. [1. g] .fD状区ヤチハンノキーミズハショウ基1洋集 (VII.3， 1966) 

..lLJlllS jaρolUca var. argllta…Lysich.iton正amLsch.atcellsesoc. 

Photo 4. [1. g] i治1犬l玄ヤチハンノキ林下のミスハショウih虫冬/手 (X.21， 1966) 

λlnus japonica var.ω玄uta--Lysichitoncamtschatcense soc. 



舘脇・遠111.五十嵐 Plate IU 

Photo弘 [1. cl)帯状区ヤヰハンノキーノリウツギーミスパ γ ョウ主主群集の早春相 (V.4， 1966) 

rllnl/s ja}りomcavar. argutル Hydrangeaρanicul，αta-Lvsichiton山7mtschatcenseSOC. 

Photo 6. [1. cl) .hi状区ヤチハンノキーノリウツギカサスゲ基幹集 (X.21， 1966) 

，1lnus .iゆoJ1icavar. arguta-[-[ycrangea仰 nic1ilata-Care.rdiψdata soc. 



Plate IV 舘Ilあ・遠IJI・五十嵐

Photo 7. [1. i]帯状反ヤチハンノキパイケイソゥ;応w集 (v.23， 1966) 
Alnus j，ψomμl var. arguia.-Veratrll1!1 grandiflorum soc 

Photo 8. [1. h]布状区ヤチハンノキーエゾイタヤーソウウンザサ墓群集 (x.13， 1966) 

AllIlIS jaροlu('a var， aJ又uta-Acer111οnο-Sasa ri.z'ltlmγs soc. 



結l協・遠111.五一1--嵐

Photo 9. [2. c]市ー状!又ヤ午タモーイワノ J}1)ヤスj主計官、 iVlr.1， 19()()) 
Fra.cinlls lI1allds!lIIric{[ var. jatollica-CalalJlagrostis langsdrJl:ffii soc 

Photo 10. [2. a]品状区ヤチタモーカサスゲ主!:;ir(集 (V.21， 19(6) 

FmτillllS manclslwrica var. jatoni正日 (三Ire.TdハjJalatasoc. 

Plate V 



Plate VI fif~1協・遠 ILi . Tt卜)品

Photo 11. 12. d] .a:'状|又:ャチタモ.-:r~ソJ ソリハナ- :'グサぷIri集 IV.4， 19()()) 

Fra:xillllS JI1alldshurica var. jcψonica-RltonylJlllS o.xyρlIylll川 [orm
JI1aglllls-Eqllisl'llIJI1 hyl'JI1alど soc

Photo 12. [2. clJ 'ft:;~kl;￥:ャチダモーエソツリハナ トクサ基幹集 (V.22， 196(11 

Frll:aJllIs mandshurica var. jajらollica~Euollymus a.ryρhylllls form. 
)}Zap，'}1礼子 Eqllisetu!IIh九市川atesoc 



舘脇・遠ILi・五トiえ

Photo 13. ハノレニレークマイザサ砕落 (218.5km l(j>jJ!i:) (V. 21， 1966) 

Ulmus i月γJρinqlla-Sasaj>al1iculata community 

Photo 14. [3. a] +1子状医ハノレニレ・カツラ クサソテツ基1洋条 (V.22， 1966) 

Ull1lllS /'1"0ρinqlla' CercidithyllulII jaρ仰 llcumλ，faLtellcciaslruthio}うterlSsoc 

Plate VII 
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[1. c]帯状区ヤチハンノキ林下の
タニヘゴ (VII.2， 1966) 

])ryOjうteristokyoensis， underlayer of 

[1. c] belt-transect. 

Photo 16. [3. a]帯状区ハノレニレ・カツラーフッキソウ

基群集 (x.21， 1966) 

Ulmus propinqua・Cercidiphyllu1lljoponiculJl 

Pachy幻 ndrat町 minalissoc. 

Photo 15. 



Íil~~脇・遠山・五←1')主l Plate IX 

Photo 17. 沿線のエゾイラクサ群落 (VI.30， 1966) 

Urtica j，laかρhyllacommunily 

Photo 18. 沿悲自のエゾヨモギ群務 (VL30， 1866) 

Artemisia montana community 



Plate X 

Photo 19. れ ~~í~ のハンゴンソウ群落代11. 30， 1966) 

SeJleclO cannabiFolills c0111111unity 

Photo 29. 沿線のヨシlf(洛 (V1.30， 1966) 

Phrag川 ttescommulUs C0111111umty 

結!協・遠山・:n:Iサ品


